
年齢
(代 )

,妻 :里 曰 製造所名 ロット番号
時
種

同
接 壺程疾患、他の予防接

'1な

ど 醐反応 名 副反応発生日
医療機関に

よる因葉関係
重篤度 転帰 日 転帰 内容

男 平成 2!年 i2月 258 檄議会
漫驚病 1抗精神病薬等投与中1高 CpК 血症、肝援籠諄審_義 磯節猛、下駁経度把饉箔 2身筋肉嘉、

"カ
平成 21年 12月 26日 評価不能 重寓 平成 22年 1月 5日 回復

男 平成 21年 12月 26日 化血研 無 アレルギー 露肉 基礎疾 患 読気睡 .1型 電尿病 頭書、めまい、腹嘉 平成21年 12月 26日 評価不能 重篤 平成21年 12月 28日 回 復

女 平成21年 12月 15日 (し血研 筋肯格属 、リウマチ 中毒性皮疹 平成 2:年 12月 1,日 関連有り 重驚 平成21年 12月 28日 回復

10歳 未澤 男 平成21年 12月 28日 難研会 無

3日 mまて下躙彎 使擢属
チいれん発作 平成2'年 12月 28B 関連有り 重篤 平成21年 12月 28日 回 復

男 平成21年 12月 240 化壺研 SL08A 無 後天性免疫不全優候 群
`平

成 10年頃 1 原発注崚 (じ 性担管 炎 ‐+駆 17年 9月 槻 全身性皮疹、饉怠懸 平成21年 12月 21日 関連有り 重篤 平成21年 12月 308 回復

10歳 未澤 女 平成 21年 12月 ,7日 微研会 無
織

じんましん 発熱 平成21年 12月 18日 評衝不能 重氏 平成 21年 12月 23日 軽快

男 平成2,年 12月 0日 化血研 無

目血 LIキ 反
"年

頃 発 狂  先 行 B晏 (ま 明 らか な もの 1ま な し

ギうシバレー症候群 平成21年 12月 14B IF連有り 重篤 平成22年 1月 30日 経快

女 平成 21年 11月 18日 イヒ血研 無

監血圧 軽度のうっ血性心不全 、中状凛機能低下症 .40年前子富癌 |二 て放 射槻療法を受

ナその後の尿路感染症あり、情競破裂、狭心症
アナフィラクトイド策斑霧、蜂彙炎、皮書演瘍 平成 21年 1,月 25日 関連有り 重篤 蜂異炎、皮腐i責瘍 平

tt22年 6月

策斑病 後退

症 (症状縫親 )

蜂臭炎 回復
皮膚演瘍‐軽

す0最以ユ 女 平成 22年 1月 4日 化血研 無 賓縫性イレウスにて小幅切除.関 節炎、奎垂切除、彗彙機除、輸凛、外移手衛、全身麻酔 発熱、アナフィラキシー 平成 22年 1月

`日
関連有り 重驚 平成22年 1月 10日 経快

0歳未 澤 男 平成 21年 12月 4日 化血 研 螢
一

ネフEl― セ症候群治療 中、シクロスホリン60mg日 肉服 中 ネフローゼ症候群の再発 平成21年 !2月 :4日 関連有り 重篤 平成 22年 1月 19日 軽快

女 平成 21年 12月 26日 北里研 無 ■産螢2ケ 月 高 黙 平成21年 12月 26日 関連有り 重氏 平成 21年 12月 28日 軽 快

平成21年 12月 2日 薇研会 無

原発性肝癌(C型 肝硬変|.肝 外側区肝爾鷺癌術後再発、食遷静脈層 碑理による汎血諄

減少、総廻管結右除去後、担責摘出後、心不全 貧血 平成 2;年 12月 88 関連無し 重篤 平 成2:年 12月 23日 回 復

男 平成22年 1月 58 デンカ 無 E尿 てあり、診察上問 題なし_体 重29kgと 小柄 てある アナフィラキシー 平成 22年 1月 5日 関連有り 重篤 平成 22年 1月 6日 回復

男 平成21年 12月 48 化血研 無
Ю年頃発症 |、 気管支端息 1平成20年発症 、高尿壼血症 1平 成 12年 発症1大驀血栓症 1平

珈 2年発症 の既住あり
間賃性姉炎憎悪 平成21年 12月 6餞 評価不能 重篤 平成22年 1月 26日 軽快

女 平成22年 1月 4B 化血 研 SL06B 無 アナフィラキシー反応
「

成22年 1月 4日 評価不能 重氏 平成 22年 1月 5日 回復

女 平成21年 12月 13日 微研会 無 栞、食品て反層に発疹 、しんましんに回番あり、季節性アレルキー 末精神経障害 1多 発性ニューロバチー 平成2'年 12月 14日 関連有り 重篤 平成22年 1月 12B 回復

2 10歳 未澤 女 平成 22年 1月 7日 薇研会 無 気分不良、呼吸書、議痛
「

成22年 !月 7日 関連有り 重篤 平成 22年 1月 8日 回復

男 平成21年 12月 23日 化血研 無 喘息発作と熱発 平成21年 ,2月 25日 関連有り 重篤 平成 22年 1月 8日 回復

10燿 未澤 女 平成21年 12月 7日 化血研 無 急Ft散在住脳書魅炎 平成22年 1月 0日 関連有り 重篤 平成22年 1月 20日 回 復

10歳 未澤 男 平成 21年 12月 10日 化血翻 無 腹痛、嘔吐 平成21年 12月 20日 評価不能 重 篤 平 成22年 1月 8日 回復

女 平成 21年 12月 7日 化血 研 無

魔尿鋼、こ血圧症 治薇 中

小脳梗墓 平成21年 12月 8日 評価不能 重電 平成22年 3月 298 後遺症 (症 状
|1続 )

男 平成22年 1月 6日 微研会 熱

完全大血管転移症
`手

嬌悛 )て 、発作性上室性預 18、 発作性心房相勁などのほ篠有り.心

房内血流転換術、議静脈狭窄 発作性上室性預拍症 平成22年 1月 68 関連有り 重氏 平成22年 1月 148 回復

男 平成 21年 12月 0日 織研会 不 明 庁非小細胞肺感 間賞性柿炎、2型 聴尿病 高血圧 自内障 聞資性姉炎急性憎悪 平成21年 12月 4日 関連有り 重篤 平成22年 1月

“

日 軽快

10歳 未澤 女 平成 22年 1月 ■日 化森研 無
ワクチンによる副反応歴無し

'季
節型 インフルエンサ ワクテンを言む

注射都位紅斑 _注射部位置饉 平成 22年 :月 12日 評価不能 重電 平成22年 1月 20日 回 復

,0蔵 未

"
男 平成22年 :月 8日 化血研 不明

●4大 、キ 熱 か 昌 1画 37 CI、 IE気雷 更 炎 サil崎病 平成 22年 1月 10日 評価不能 重驚 平 成22年「月 ,3日 経験

平成22年 1月 15日 化血研 無 39・C以 上の発熱、悪栞 平成 22年 1月 15日 閲連有り 重FL 平成20年 1月 25日 回 復

10彙 未 滴 女 平成22年 1月 :5日 北里研 N8002ハ 無

断型インフルエンザワクチン接種 11回 目
けいれん疑い 平成22年 1月 16日 関連有り 重篤 平成 22年 1月 16B 回復

10蔵 未洒 男 平成 22年 1月 15日 (し血研 舞 神経療rtションク
`迷

走神経反射による 平成22年 1月 ,6日 関連無し 重篤 平成22年 :月 16日 回 復

男 平成22年 1月 8日 (ヒ血研 無

8性師炎、緒嬢
=血

管内凝固症候群、僕‐■的な篠熱、0原 Ft讚校彗、基建僕石嬌碑.Ⅲ

底勁脈および大脳動鋲につまり(墓栓か狭窄か未確認
' 

気管切儀、簾舞性姉炎、呼吸不

全
アナフィラキシー機 平成 22年 1月 8日 関連有り 重氏 平成22年 1月 0日 回復

iO歳 未澤 男 平成 22年 1月 128 {ヒ血研 無 アナフィラキシー 平成22年 1月 128 関連有り 重エ 平成22年 :月 ;3日 回復

男 平成 21年 11月 18B 化血研 不嗅 不萌 嗜尿病.陳 1日 性0筋梗墓 高脂血症.飲 酒 月数回 中毒疹 :素 斑型 平成21年 ¬角19日 関連有り 重驚 平成 22年 1月 20日 回復

10議 未

"
女 平成22年 1月 18B デンカ 無

無 |た だし、1=くらいの時に、号泣後気分不長、鍾量 |と も言い切れない｀
か起きたことがあ

る 1 食物アレルキーなし_他ワクチンにて異常歴なし ショック1血 管迷走神経反射疑い 平成22t:月 i8日 関連有り 重電 平 成22年 1月 18日 回復
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略
網

性 別 機種日 製造所名 ロット番号
時
種

同
接 基礎疾患、他の予防機種など 則反応名 劇反応発生日

医療機関に

よる因果関係
重颯度 に帰日 転帰内容

iO建 未澤 男 平成21年 12月 4日 徴研会

踵性麻痺、痙性四肢麻痺、症候性てんかん.発 熱時など筋緊張充進.高 CK血症を認め.セ

ノン欠乏を疑われているが原因は不明、関節脱日により筋緊張の既住あり、低酸素脳症 . 発熱、高CK血症 平成21年 12月 88 評価不能 重篤 平成21年 12月 :,日 軽快

〕0彙 以」 男 平成21年 ,1月 18日 化血 研 SL02A
肺気腫 (無治療 )、 圧迫骨折 (治 療中 :歩行にはは使用 )、 第 12胸権圧迫骨折 (2009年 10月

18日 発症 )あり.第 3穫椎圧迫骨折(2∞8年4月 6日 )の既注あり、装具使用者 廃脅神経運動マヒ 平成21年 11月 20日 関連有リ 重璃 雫成22年 1月 22日 未回復

10建 未瀬 男 平成22年 1月 15日 1ヒ血研 SLllA 無 主射都位腫脹 平成22年 ,月 15日 醍連有り 重 鷹 「 成22年 1月 23日 軽快

女 平成21年 11月 !0日 デンカ S2-B 無 天疱唐 蔚疾患の憎悪

“

成22年 11月 12日 関連無し 重篤 F威22年 1月 27日 未回復

10歳 未濯 男 平成22年 1月 19日

`し

血研 無

咳獄 、鼻漏 以́前 に他 の ワクチン接種 豪 に副 反厖なし.熱性 けいれ んの既こなし.

時熱、けいれん F成22年 1月 19日 評価不能 重篤 平成22年 1月 27日 回復

男 平成22年 1月 :6日 篠研会 ′ナフィラキシー、けいれん、蒼自、意識清失、脈圧低下 平成22年 1月 16日 関連有り 重篤
「

成22年 1月 16日 軽快

10蔵未澤 男 平成 22年 1月 21日 北里研 N8004ハ 無

熙

薇熱性窪摯 子成22年 1月 21日 不明 重篤 平成22年 2月 3日
後遺症 (症状

継繊 )

女 平成21年 12月 25日 北里研 不 明 子宮内胎児死亡 平成22年 :月 22日 評価不能 ■篤 年末～年始にかけて 不明

男 平成22年 1月 26日 北里研 無 血圧低下 平成22年 1月 26日 評価不能 重重 平成22年 1月 26日 日42

男 平成 21年 12月 7B (し血 研 無

)0'D、「●気腫(在宅酸素瞭法中)2009年
'1月

20日 季節性インフルエンサワクチン接
■、細葱性肺炎による急性増悪て入院、高血圧.縄尿窮.書 癌、大腸癌.脂肪肝 急性呼吸急迫症候群 (ARDS) 平成 21年 12月 9日 評価不能 重篤 平成 21年 12月 22日 回復

Ю壷 以■ 男 平成22年 1月 25日 lL血研 Sに088 無
■節性インフルエンサワクテン接種、ひきつけのlttこ、てんかん、喉銀陽手籠、瞑筐崚脚 l

重、薬物性肝機能障害、痙
=、

うつ病、認知症、種腹下血腫 アナフィラキシー 平成 22年 1月 25日 醸連有り 菫篤 平成22年 ,月 26日 回復

男 平成22年 1月 78 微研会 無

硼尿痛 (血覇変動が諄しく、しはじiよ 低In魔発fFそ発長していた
'.積

蘇病筵■履係 魏警お

章害 ギランパレー症候群 (ミラー・フイツシャー症候群 ) 平成22年 1月 :0日 晨違有り 重篤 下萌 未回復

女 平 成 22年 1月 20日 北皇研 無 嘔吐、じんましん、下痢 平成22年 1月 20日 関連有り 重篤 平成22年 2月 10自 回復

,0歳 未
'

男 手威 22年 1月

'日
化血 研 熱 i小板減少性素斑病 平成22年 ,月 2'日 評価不能 重篤 平成22年 2月 18 軽快

男 平成22年 1月 28日 デンカ 無 g熱 平成22年 1月 28日 関連有リ 重篤 平成22年 2月 2B 回a

女 平成 21年 12月

“

日 化血研 無 踏疹、疲労感、眠気 平成21年 12月 14B 関連有り 重篤 平成22年 2月 1日 軽快

女 羊威 22年 ,月 22日 蹴 研会 籠
目血圧症、高議血症薬物療法l_てコントロール良好 )、 狭心症、闘炎、不安陣審

ョック、書腸炎 平成 22年 1月 23日 関連有り 重篤 平成22年 1月 23日
暉腸炎 :軽快 .

ショック:回復

,0歳以上 平成 22年 1月 28B デンカ 無
栄養不良て老人保健施設に入所後、37℃前後の薇熱持機.幅 炎、気管支炎になりやすt

状態と考えられた .

鬼熱、低酸素血症 手成22年 1月 23日 評価不能 重篤 平成22年 2月 48 回復

〕0最以上 男 平成 21年 !2月 2113 薇研会 不 明
大腸経 術後 全身発赤、全身性掻痒感 平成21年 12月 22日 不明 重篤 平成2,年 12月 23B 回復

〕0歳以上 男 平成 22年 2月 3日 北里研 無

H漬霧.脳出血の既篠あり,瞑 Ft副鼻腟炎 .ア レルキー性鼻炎、高血ヒ、観窪胃炎、不眠

症、狭心症、騒梗墓後週症にて通院中。以前から高齢者特有の高音域の聴力低下による

建聴 :特に左耳)が あった,
左突発性難聴 平成22年 2月 4日 評価不能 重臨 不明 不明

男 平成22年 2月 6日 北里鋼 無 ヨツク 平成22年 2月 6日 関連有り 重馬 千蔵22年 2月 6日 回復

10歳 未澤 男 平成21年 12月 15日 化血研 鷲 証小板減少性繁斑病 平成21年 12月 28日 評価不能 重馬 平成22年 2月 5日 軽快

女 平成22年 1月 30B 機研会 無 無 肛管迷走神経反射 平成22年 1月 30日 関連有リ 重篤 平成22年 ,月 80日 回復

'0歳
以」 勇 平成22年 2月 2日 微 研会 無

震郡青柱菅狭琴症にてベット上の生活、ハルーン留置しており、隊精籍染症の既蕉はあ●
が、敗血症にまで発展したことはない . 鼈熱、敗血症 平成22年 2月 6日 関連無し 重篤 平成22年 2月 8B 未回復

男 **2r+r 1E r8B デンカ 薇 口性疇墓 性肺疾 患

=熱
平成21年 11月 23自 評価不能 重 臨 平成21年 12月 9日 軽 快

女 平成22年 2月 10日 |し 塁研 熙

曜味 病 に て lE屏中 (黎瞑 症 、露 筵 、再 軽 暉 晋 霧 の 合 研 錘 !まな か つた 、轟 Il■ tt寺もな し

薔榎塞 平成22年 2月 10日 関連無し 重 篤 平成22年 2月 26日

後遺症 (症状
まだ少し言葉

が怪しい(8
掟が回らない)

が、日常生活
に支障がない

程度に改善 )

男 平成21年 !1月 18日 化血研 熙

喘思、アレルキー筵鼻炎.アレルキー l■緒膜炎 .ア トヒー瞳反編炎にて通院,.受診時鼻
場少しあり_ワ クチン接種前から額痛あり 熙菌性髄腰炎 平成21年 11月 198 関連有り 重纂 平成21年 12月 88 回 嶺
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畔
“

性

"
接種 日 製造所名 ロント番号

時
種

同
接 基礎廃憲 他の予防接理など 露反応名 騎反応発生日

奎療機関に
たる国果隣係

重篤度 転帰 日 転帰内容

,0議 以上 男 平成22年 2月 ,2日 {じ m研 鎌

サバアレルギー、鮨梗基i=て左片囃痺十平成 18年 より 経口授取不良にて冒ろう造設 平

成21年
'、

高血 F■ 、ほぼ寝たきり 誤壌性臨炎 1平成 i9年 頃は認められたが、平成21年に胃

鷹造設してからはなし

りヽ賭出廊 平成22年 2月 13B 評価不能 重篤 平成22年 3月 9日 回復

男 平成21年 12月 10日 {し套研
大鶏癌Stage I術 後■～2年霧に手lF電行 |、 コード系遺影剤で発疹、レホフ嗜キサシン水

和物で気分不良あり、GERO(逆流性食道炎
'の

最住あり、胃炎 発鉢 139度 1 節彗錫 平成2'年 12月 12日 評価不能 重電 平成22年 2月 15日 回復

男 平成 22年 2月 13 化血研 SL108 無

高LDヒm症 で スタテンのみ薇 用,_
これまでに循菫器 系の疾患を指摘されたことはないが、数十年前 にな 優したがそれまて |ま

婁煙 していた _

冠建纏性鉄心症疑い 平成22年 2月
`日

評価不能 重篤 平成22年 2月 9日 経快

平成 22年 ,月 288 衛研会 無
【や食品て反フに発疹やしんましんか出続したItt壺 あt

右の耳鳴り、左の耳開感 平成22年 :月 29日 評価不能 重篤 平成22年 2月 17日 未回復

男 平成 21年 口月2日 化血研 摯

アレルギーなし、慢性腎不全、透析電尿病、罐尿病性綱膜症、高血Fi最 近1ケ 月以内のワ

クチン機種なし、右諷線にて入院.ド レナージを行つた 2009101‐  心不全傾向となる 呼吸が浅くなる 平成 21年 11月 38 評価不能 重 ■ 平成22年 2月 ,7日 気管切間、雛
下困難 ,

男 平成 21年 12月 4日 化血研 無

■2i l1 20季 節型インフルエンサ磯1里

■21:128諦 炎球奮ワクテン接理
■21920姉 炎
慢性飾気鍾、3年前姉癌切除嬌、虚血性心疾患 1高 血Ftiこ 対して降圧剤を服用中 ,0不 全

の診嬌はされていないが、心電図渡形よりさ務虚由察態が見られる_

前立線肥大症.間 質性姉疾患、読炎

間質性姉炎急性増悪 平成 22年 1月 4日 評価不能 重
=

平成22年 2月 5日

後遺症 1症状

高度呼吸不

全 |

男 平成 22年 2月 8日 微議会 無 意譲変容状態、頭痛 平成22年 2月 14B 関連無し 重●L 不明 未回復

男 キ成22年 ,月 22日 北里研

螢性鼻竜1尋種炎 前立課睡 綺後屎通猥窄."薇販婁懸猥ヘルニア 積頁異
=症

、¬三二

家癌摘除 キランバレー症候ぎ 平成22年 2月 5日 評価不能 重篤 平成 22年 3月 5日 軽 快

Ю級以上 女 平成 22年 1月 288 北里研

熙

全身性の紅斑 F■ 湿疹 平成22年 1月 29日 関連有り 重 霊 平成 22年 2月 24日 軽 快

10歳 未澤 女 平成22年 1月 13日 化血 研 無 急建小磨失翼 平成22年 1月 25自 関連有り 重篤 平成22年 2月
'7日

経 快

女 平成 22年 1月 22日 徴研会 無 神経痛性筋彗略症、変形性脊椎症 嬌眠、健忘 平成 22年 1月 22日 関連有リ 重 篤 平成22年 1月 21日 口彼

Ю歳以上 女 平成22年 2月 8曰 薇研会 無 覇血 圧症 、電尿病 筋緊張充進 平成22年 2月 0日 関連有り 重篤 平成22年 3月 1日 軽快

女 平成21年 12月 2日 デンカ

■211〕 肇 廊性インフルエンサワクチン接理05m sc
l北里研 FB01SA)、 脂貫代謝障害、直賜嬢て人工肛円造設、寝たきり.リ ハビリテーシヨン

に続■
急性横断性書範炎■GBS 平成21年 12月 3日 関連有り 重 篤 平成22年 3月 8 未回復

男 平成 21年 12月 28日

`ヒ

血研

高血圧症、喘梗墓 高窮血症、左虚血性視神経症、顔藤神経簾麻痺、平成 18年 11月 平成

20年 11月 、平成21年 11月 1二 季節性インフルエンザワクチン機種しておけ、El反 応みられな

かった
右銀視神経炎 平成21年 12月 318 群種不能 重 電 平成 22年 3月 2日 未回復

10歳 未清 女 平成 21年 :2月 i,日

`ヒ

血観 無 12年 前 |、 喘息傾向
`籍

治療 |、 1回 ロワクチン接理時、異常なし アナフィラキシー 零威 21年 12月 口 日 Fyn連有り 重 氏 平成 21年 12月 25日 回復

男 平 成 22年 2月 5a {ヒ血研 篠

電尿病、胃癌、医薬品による副作用歴なし ボグリポース、フロチプラム.醸 化マクネシウ
ム、ロキソフ●フェンナトリウム、チザニジン塩醸壊、レバミヒドを数年以上前より服用中 チ

メビジウム臭化物水和物、チメビジウム臭化物水和物を1年 以上前より額燎 中棄症候群、

担管癌

肝機能異常 平成22年 2月 88 関連有リ 重篤 平成22年 2月 22B 軽快

女 平成 22年 1月 16自 北里観 四岐痛 1上 下岐の療み 平 成22年 ,月 13日 評価不能 重
=

平成22年 4月 ,2日 未回復

,0歳 以上 女 平成22年 1月 29日 北里研 無

老年認知rt、 廃用症候群により2003年 以来、起立不能 歩行不能

ナいれん 筋力低下 会 :舌 障害 平成22年 :月 3:日 評価不能 重
=

平成 22年 2月 24日

けいれん■D
腹、筋力低下
2軽快 .会 話障

害 :回 復

男 平成 22年 2月 2'日 織研会 無

高血圧症、鉄心症にて外来通院中_硝酸イソソルビド、ニフェシヒン アスヒリン轟澪霞、ア

ンフラブラム投与中 _ア レルギーなし_ワ クチン機種前約 1ケ月前.上 気道炎に対して総合感

冒剤、ジメモルファンリン酸壇、セうヘフターt、 L― カルボシステイン処方 ワクチン機種前
lヶ 月間に抗生物賃投与なし^

ギランバレー症候群 平成22年 3月 2日 評価不

「

E 重 驚 平成 22年 3月 9日 不 明
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略
終

陸男 接種日 曽造所名 ●ット番号
同時
接種

L礎疾患、他の予防機種など ‖反応名 副反応発生日 =療
機腱に

よる国県関係
重嬢度 蹴帰 日 転帰内容

10歳 未澤 女 平成21年 12月 22日 化血研 無

12′ 8■r型 インフルエンサワクテン1口 日(SL05A
12.28発熱等の風邪様症状 DヽEM 平成22年 1月 8日 詳価不能 重民 平成22年 3月 25日 回 復

平成 22年 2月 2日 北塁研 機

1性 C型肝炎 (現在、インターフェClン 投与は行つていない.過去の治療歴不明 )、 腰椎すべ

り症、2∞9年 11月 季節性インフルエンザワクチン接種時には何も症状なし、それ以前のワク
テン接種においても今回の様な症状は経験なし、高血圧

ギランバレー症候群 平成22年 2月 12日 関連有り 重篤 平 成 22年 2月 28日 軽快

女 平成 22年 3月 口 自 北里研 無
高血圧症、年乳アレルキーあり、神経因性湧競 (目 己導尿・システクミンにて治瞭,)、 警BI

分肉腫
`平

成3年 手術).慢性気管支炎 (2年 ほど前 )、 籍尿携.高 脂血症
"°

C以 上の発熱 平成22年 3月 20日 関連無し 重篤 不明 不明

男 平成22年 2月 10日 (じ血研 Sti00 無 苗出血後通症 (8年 前発症、左側).な片群痺 .言語陣習 気管支ぜんそく肺炎 平成22年 2月 11日 評価不能 重 臨 平成22年 3月 1日 経 快

平成22年 1月 2'日 北里研 無 ●_性肺障害 平成22年 1月 30日 関連有り 重篤 平成22年 2月 10日 回 復

平成22年 3月 198 北里研 アナフィラキシー反応 平成22年 3月 19日 閲逮有り 重臨 平成 22年 3月 198 回 復

男 平成 22年 1月 18日 化血研 無 首上技癌 平成22年 1月 18日 鶴遠有り 重篤 平成22年 3月 2'日 未回復

平成22年 2月 38 篠研会 無 多発性筋肉痛、発熱、肝障害、悪寒、悪心 平成22年 2月 4日 評価不能 菫篤 平成22年 3月 168 回 復

男 平成21年 12月 12日 檄研会 無 ギランバレー症候群 平成21年 12月 14日 関連有り 重璃 不明
後退症 (症状

継続 )

'1畿
未澤 男 平成21年 12月 4日 薇研会 熱 燿、コマアレルキー 、

"l鋼
病 (200フ 1031-200フ ,"6)、 定期的 に露環 蓄 科にて経過 観察中 紫斑、凝固検査異常、発疹 平成 21年 ,2月 5日 慶逮有リ 重鰭 平成22年 4月 2日 軽 快

4o 女 平成22年 3月 7日 北里研 無 ギランバレー症候群 平成22年 3月 16日 不明 重筵 F明 未回復

男 平 成22年 5月 2'日 北里研 策 左額面神経麻痺 平成22年 5月 31日 評価不能 重馬 平成22年 6月 48 未回復

男 平成22年 2月 16日 化血研 無 アナフィラキシーシヨンク、39° C以 上の発熱 平成22年 2月 16日 関連有り 重篤 平成22年 2月 1フ 日 回復
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重篤症例一覧 (平成22年 6月 30日 までに報告のあつた重篤症例 )

医療機関によ
る因果関係

ロット番号 基礎疾患、他の予防接種など

50101lA 平成22年 3月 14日
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